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グループディスカッションについて 

 

 グループディスカッションでは、事前課題を提出いただき、それをもとになるべく類似する課

題を持つ参加者が同じ班になるよう班分けを行った。手順について、各参加者への依頼文を採録

する。 

 

１．事前提出課題の入力（なるべく８／５まで） 

・大学評価コンソーシアムの web サイトに行っていただき、１）キーワードと２）概要を入力し

てください。（手順は別紙を参照してください。） 

・URL は、http://iir.ibaraki.ac.jp/jcache/index.php?page=member です。 

・キーワードは以下の中からお選びください。複数選んでいただいて結構です。 

（：より右がキーワードですが、例えば、［データ収集］の全てに該当しそうならば、A－１［デ

ータ収集］とご記入ください。） 

A）一般的な IR などの意思決定支援業務 

A－１［データ収集］：データ・資料収集、データ・資料の整理・蓄積、データベース 

A－２［データの情報への変換］：叙述資料分析*1、数量データ分析、ベンチマーキング、指標設

定 

A－３［情報の活用］：意思決定への活用、改善支援 

A－４［その他］：その他 IR 全般 

*1：「○月×日に△学部が□をした」等の資料をとりまとめ、現状を把握する作業 

B）やや特殊な業務 

B－１［評価書作成］：年度計画などの単年度の評価、中期目標・計画などの概ね７年程度までの

評価、長期構想などの評価、外部評価、機関別認証評価 

B－２［評価制度設計・運用］：目標・計画の進行管理、中間・期末時での意見交換（情報共有）、

評価ための情報収集、ＰＤＣＡサイクルなどの改善サイクルの運用 

B－３［評価の活用］：評価を改善に活かす 

C［計画立案（支援）］：中期目標・計画立案（支援）、年度計画立案（支援）、 

D［教学改善に向けた IR］：学生調査、学習成果アセスメント、IE 

E［エンロールメント・マネジメント（EM）*2］：EM 全般、学生獲得、学生の学業充実のため

の支援、学生の学生生活充実のための支援、キャリア支援、卒業後の支援 

*2 入学、在学、卒業までのフロー管理等 

F［教育一般］：上記に含まれない教育活動（支援） 

G［研究支援］：研究活動・研究支援 

H［地域貢献・社会貢献］：地域貢献・社会連携 

I［国際交流］：国際交流 

J［業務運営］：管理運営、ガバナンス、手続き論、人事（処遇、年俸制等）、教員評価、職員評価

K［財務］：財務（ヒト・モノ・カネ）、コスト分析 
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L［広報］：広報、公聴、情報流通、情報公開 

M［安全管理］：安全管理 

N［コンプライアンス］：コンプライアンス 

O［高等教育行政］：高等教育政策、競争的資金、中教審等の答申 

P［その他］：その他 

 

・概要は、A4 の用紙換算で半分程度で十分です。 

・この課題の概要はこちらからの配布予定はありませんが、学外秘となることについては、はっ

きり書かないようにご注意ください。 

・キーワード、概要のご記入がない場合、意図しない班に割り当てられる可能性がありますので

えご注意ください。 

・各班には、ファシリテーター（議論の引き出し役）が１名以上配置されます。原則的にスタッ

フが担当する予定ですが、参加者が多い場合、後日、ファシリテーターをお願いする場合もあり

ます。 

・まだ評価や IR 業務に不慣れなため、ファシリテーターに議論をリードしてもらいたい方は、そ

の旨、概要の欄にご記入ください。「評価との関わり」の部分の記述も参考に、なるべくご希望に

添える形で班分けをしたいと思います。 

 

２．班分け会議（８／８） 

・スタッフで班分け会議を行います。 

・素案を作り、調整を続けます。 

・課題の概要で書き方が優れているものについては、サンプルとして配布することも検討してい

ます。その際には、個別に相談させてください。 

 

３．資料配付 

・予定では、８月２２日（金）１５時に資料を配付予定です。その際に、班分け表も添付してお

りますのでご確認ください。（ご提出いただいた概要の配布予定はありません。キーワードは集計

してご報告します。） 

 

４．当日に向けて 

・大学評価担当者集会は、みんなで少しずつ力を出し合って進めて行きますので、資料の印刷な

どは、各自お願いします。 

・当日は、午前中が講義（話題提供）で、午後が演習（討論）です。 

・グループ討論が 80 分、ポスターでの情報共有が 40 分、全体での議論が 50 分の予定です。 

・グループ討論の際には、ご自身の課題を印刷して班の方に配布してください。内容は、概要で

いただいたものを配布できる範囲で詳しくしていただければ、と思いますが、長くとも A4 用紙

１枚程度に抑えてください。補助資料は２点までお持ち込みいただけます。 
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［12:00－13:00 休憩］ 

・グループ討議に備えて机の移動を行いますので、お手すきの方は手伝ってください。 

・会場の瀧川記念学術交流会館１F の食堂も営業しております。 

・会場を出て右側の生協の食堂（LANS BOX）も営業しております。 

 

13：00～16：00 演習編［グループ指定席］ 

13:00-14:20 グループ討議 

・所属するグループ（テーマ）の座席におかけください。 

・それぞれお持ちいただいた課題［個別課題］について、その原因や解決策について討論を行っ

てください。 

・可能な範囲で、グループやテーマでの共通の課題［共通課題］の原因や解決策について討論し

てまとめてください。 

・ポスターには、［個別課題］［共通課題］ともにその原因や解決策について記述してください。 

※ 学外秘となるような事項については、ポスターにはなるべく記入しないでください（報告書作

成時に削除願います）。 

※ 討論の過程でどうしても「ここだけの話ですが」という話が出ますが、基本的にメモを取った

り、口外はしないようお願いします。 

・ガイドライン、ルーブリックに引っかけていただけるとありがたいが、議論の流れを重視して

いただいてかまいません。（あとでスタッフの方で加筆・修正を行えばよいので）。 

 

14:20-15:00 ポスター報告 

・20 分ずつ交代で店番と話を聞きに行く方に分かれてください。 

・各班のテーマは明示してありますので、ご興味があるところに聞きに行ってもらう。 

・全体討論のときには、［個別課題］についてはあまり触れませんので、気になる方の話は、この

時間帯に聞きに行ってください。 

15:05-16:00 全体討論 

・［共通課題］を中心に情報交換を行う時間帯となります。 

・原則的にファシリテータが［共通課題］を中心にグループ（テーマ）共通の課題と要因と解決

策を報告します（話が得意な方がいれば、その方でもかまいません）。［目安１班３分程度］ 

・残った時間で小湊がモデレータとなり、嶌田と２人でまとめていこうと思います。 

 

５．持参いただくもの 

・課題をまとめた紙（班の人数分、印刷してお持ちください：必須） 

・補助資料（２点までお持ち込みいただけます。なるべく紙でお願いします。：任意） 

・大学の概要が分かる資料（大学概要、数字で見る大学等。補助資料には含めません：任意） 

・事前にお配りした講義資料等（紙でも、電子ファイルでもかまいません。印刷される場合、参

考資料については、参加者の判断で印刷してください。） 

資料１．第一分科会について（本紙）、資料２．小湊講演資料、資料３．嶌田話題提供資料、資料
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４．ルーブリック案、資料５．佐藤話題提供資料、資料６．班分け表 

参考資料１～３．評価業務のガイドライン（収集編、分析編、活用編） 

 

 


